様式第２号の２（第５条、第７条、第12条関係）

生活関連施設整備項目表（建築物（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の

促進に関する法律第14条第１項に規定する新築特別特定建築物に限る。））
	１　名　　称
	

	２　所 在 地
	


	整備項目
	整備箇所
	整備基準
	適合状況
	摘要

	１　経路
	移動等円滑化経路を構成するエレベーター
	ア　籠内に、出入口の戸の開閉状態を確認することができる鏡の設置
	適・否
	

	
	
	イ　籠内に、手すりの設置
	適・否
	

	２　便所
	男子用小便器のある便所を設ける場合の１以上の便所
	床置式の小便器、壁掛式の小便器（受け口の高さが35cm以下のものに限る。）その他これらに類する小便器の両側に、手すりの設置（主として高齢者、障害者等が利用する建築物に限る。）
	適・否
	

	３　客室等
	社会福祉施設等の1以上の室
	ア　高齢者、障害者等が円滑に利用できる床面積の確保
	適・否
	

	
	
	イ　便所の構造
	(ｱ)　車椅子使用者用便房の設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ)　車椅子使用者用便房及び便所の出入口の幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ)　車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造の戸で、その前後に高低差がないこと。
	適・否
	

	
	
	ウ　浴室等の構造
	(36) 　浴槽、シャワー、手摺等が適切に配置
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ)　車椅子使用者が円滑に利用できる空間の確保
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ)　浴室等の出入口の幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｴ)　車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造の戸で、その前後に高低差がないこと。
	適・否
	

	４　客席
	⑴　固定式の客席を設ける場合の１以上の客席
	ア　車椅子使用者用席の幅は90cm以上、奥行きは120cm以上
	適・否
	

	
	
	イ　床の水平の確保
	適・否
	

	
	⑵　車椅子使用者用席に至る１以上の通路
	ア　幅は、120cm以上
	適・否
	

	
	
	イ　傾斜路の構造
	(ｱ) 勾配は１／12以下（傾斜路の高さが16cm以下の場合は、１／８以下）
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	５　案内表示
	主要な案内板等
	点滅型誘導音装置付誘導灯の設置等の配慮
	適・否
	

	６　駐車場
	通路の排水溝の溝蓋
	つえ、車椅子等の使用者の通行に支障のないものであること。
	適・否
	

	７　敷地内の通路
	⑴　排水溝の溝蓋
	つえ、車椅子等の使用者の通行に支障のないものであること。
	適・否
	

	
	⑵　傾斜路
	積雪時における配慮
	適・否
	


　備考

１　対象となる建築物が１棟でない場合は、各棟ごとに作成してください。

２　適合状況欄は、該当するものを○で囲んでください。

３　整備基準の適用がないときは、適合状況欄に斜線を引いてください。

４　条例第27条ただし書に該当する場合は、摘要欄にその理由を記入してください。
